
＜記入上の注意＞ 

教育：該当年度の担当科目，担当科目の取組状況（工夫・改善した点）などを記載． 

研究：該当年度の研究テーマ，学外発表実績，外部資金獲得状況，共同研究などを記載 

社会貢献：該当年度の公開授業，出前授業，学協会活動などを記載 

教育・研究などへの取組状況（令和 6 年度） 

 

総合工学システム学科 
系・コース 

知能情報コース 

職階 氏名 

教授 和田 健 

 

項目 取 組 状 況 

教  育 
◆ 担当科目 

工学システム計画（専攻科１年），工学システム設計演習Ⅰ（専攻科１年），シ

ステム工学（5H），卒業研究（5H），基礎研究（4H），電子機械工学実験Ⅰ

（4H），プログラミング 3（3I），プログラミング 1（2I），情報 3（3I） 

◆ 担当科目の取組状況／特記すべき教育方法の実践例 

・R カリキュラム新規開講科目「情報 3」の講義資料を作成して他コースの担

当教員と共有した。→ 校長表彰 5 号 

・R カリキュラム新規開講科目「プログラミング 3」の講義資料を GitHub 

Pages を利用して作成・公開した。また、部分的に反転授業を導入した。 

 https://takeshiwada1980.github.io/Programming3-2024/  

・電子機械工学実験Ⅰは、ライブラリ配信（およびオンデマンド配信）し、諸事

情により登校困難な学生に対応した。支援員に協力を得て、実習のオンライ

ンサポートも実施した。 

研  究 
◆ 研究テーマ・科研費申請 

・科研費の新規申請（代表） 基盤（C） 「数学教育との相互補完を目指した

高専生のための実践的プログラミング教育」 → 継続 2023～ 

・科研費の新規申請（分担） 基盤（C）「高専生のためのモノづくりによる発

信を目標とした文章表現の授業プランの研究」 → 不採択 

◆ 論文執筆・学会発表など 

・中才 恵太朗, 和田 健, 角田 雅照「コード生成 AI の活用は主体的な学

びにつながるか？ アルゴリズム教育における GitHub Copilot の導入と評

価」 日本ソフトウェア科学会 FOSE2024, pp.163-168, 2024.11.30 

社会貢献 
・公開講座「プログラミング体験教室（スクラッチでゲームをつくろう）」 

2024.8.22 

・講演「AI 変革期に対応する情報系学部卒のキャリア形成」 IBM Skills 

Build-ORK 事務局（大阪労働協会） 2024.5.16 

 

 

  

https://takeshiwada1980.github.io/Programming3-2024/


＜記入上の注意＞ 

教育：該当年度の担当科目，担当科目の取組状況（工夫・改善した点）などを記載． 

研究：該当年度の研究テーマ，学外発表実績，外部資金獲得状況，共同研究などを記載 

社会貢献：該当年度の公開授業，出前授業，学協会活動などを記載 

教育・研究などへの取組状況（令和 5 年度） 

 

総合工学システム学科 
系・コース 

知能情報コース 

職階 氏名 

教授 和田 健 

 

項目 取 組 状 況 

教  育 
◆ 担当科目 

工学システム計画（専攻科１年），工学システム設計演習Ⅰ（専攻科１年），電

気機器（5H），システム工学（5H），卒業研究（5H），基礎研究（4H），電子機

械工学実験Ⅰ（4H），プログラミング 1（2I），情報 2（2I） 

◆ 担当科目の取組状況／特記すべき教育方法の実践例 

・R カリキュラム新規開講科目「情報 2」の講義資料を作成して他コースの担

当教員と共有した。また、この取組みを第 4 回教員 FD で報告した。 

・R カリキュラム新規開講科目「プログラミング 1」の講義資料を GitHub 

Pages を利用して作成・公開した。また、部分的に反転授業を導入した。さ

らに、学生にポートフォリオ（プログラムに関する作品集）を作成・公開させ

た。 

・GAS（Google Apps Script）を利用したウェブサービス開発に関する実

験実習テキストを GitHub Pages を利用して公開した。 

・Google Colaboratory（ウェブブラウザから利用可能な Python 開発環

境）を活用した講義を実施した（工学システム設計演習）。 

研  究 
◆ 研究テーマ・科研費申請 

・科研費の新規申請（代表） 基盤（C） 「数学教育との相互補完を目指した

高専生のための実践的プログラミング教育」 → 採択 2023～ 

・科研費の新規申請（分担） 基盤（C） 「高専生のためのモノづくりの発信を

目標とした文章表現の授業プランの構築と実践」 → 不採択  

◆ 論文執筆・学会発表など 

・「公大高専の BYOD 導入と低学年情報教育の新たな試み」日本高専学会

第 29 回年会講演会，2023 

・「視覚障がい者に最適化したボイスメモシステムの研究開発」日本高専学

会第 29 回年会講演会，2023 

社会貢献 
・公開講座「プログラミング体験教室（スクラッチでゲームをつくろう）」

2023.8 

・公大高専 産学連携推進会 第 11 回 技術実践セミナー「PC 事務作業の

自 動 化 ツ ー ル  Power Automate for desktop の 紹 介 と デ モ 」 

2024.2 

 



＜記入上の注意＞ 

教育：該当年度の担当科目，担当科目の取組状況（工夫・改善した点）などを記載． 

研究：該当年度の研究テーマ，学外発表実績，外部資金獲得状況，共同研究などを記載 

社会貢献：該当年度の公開授業，出前授業，学協会活動などを記載 

教育・研究などへの取組状況（令和 4 年度） 

 

総合工学システム学科 
系・コース 

知能情報コース 

職階 氏名 

准教授 和田 健 

 
項目 取 組 状 況 

教  育 ◆ 担当科目 

工学システム計画（専攻科１年），工学システム設計演習Ⅰ（専攻科１年），電

気機器（5H），システム工学（5H），卒業研究（5H），基礎研究（4H），電子機

械工学実験Ⅰ（4H），情報処理Ⅱ（3H），基礎工学演習 H（２年），情報１（１

年） 

◆ 担当科目の取組状況／特記すべき教育方法の実践例 

・書込み形式の講義プリントを作成・配付し、授業中に学生が板書に追われ

ず説明に集中できるように工夫した（情報 1，電気機器，基礎工学演習など。 

・Google Form を使った自己申告型チェックシートを活用して、学生の

ICT スキルの定着状況について把握、学生にフィードバッグした（情報１）。 

・持ち込み PC（BYOD）を活用するハンズオン形式・体験型の情報リテラシ

教育の新規立ち上げをした（情報１）。 

・Tinkercad、Qiita を使用して自宅環境でも組込みプログラミングの演習

（復習や発展学習）ができる講義を実施した（情報処理Ⅱ）。 

研  究 ◆ 研究テーマ・科研費申請 

・科研費（継続）「筆記試験答案を対象としたデータ分析のための前処理の

検討と支援システムの開発」（課題番号 18K02886）・2018-2022 

・科研費の新規申請（代表） 基盤（C） 「数学教育との相互補完を目指した

高専低学年のための実践的プログラミング教育モデ」 → 不採択 

・受託研究「スポーツ大会(バレーボール大会)における多会場での効率的結

果速報の提供方法の検討」日本ヤングクラブバレーボール連盟（2021-

2022） 

◆ 論文執筆・学会発表など 

・「筆記試験答案分析のための前処理支援システムの開発」，大阪公立大学

工業高等専門学校 研究紀要，2023.1 

・「Development of experimental materials for cooperative IoT 

devices 」 ， Proceedings of the 11th IIAE International 

Conference on Industrial Application Engineering 2023 ，

2023.3 

・「筆記試験答案分析支援システムを活用した答案分析の事例報告」，日本

高専学会第 28 回年会講演会，2022 

・「ROS・CAN を用いた高スケーラビリティなロボット内通信フレームワーク

の開発」，日本高専学会第 28 回年会講演会，2022 

社会貢献 ・公開講座「プログラミング体験教室（スクラッチでゲームをつくろう）」

2022.8 

 


